坐 (ざ)禅 (ぜん)偈 (げ)：真 (しん)の「坐 (ざ)禅 (ぜん)」（宴 (えん)坐 (ざ)＝坐 (ざ)禅 (ぜん)）とは？
　　　　聖徳太子著『維摩経義疏』に基づき佐々木奘堂編

１．「万 (ばん)境 (きょう)即 (そく)空 (くう)　不 (ふ)存 (そん)彼 (ひ)此 (し)」　何 (が)有 (う)身 (しん)心 (しん)　而 (に)生 (しょう)散 (さん)乱 (らん)
　　「患 (かん)世 (ぜ)散 (さん)乱 (らん) 欲 (よく)隠 (いん)山 (さん)林 (りん)　以 (い)摂 (せつ)身 (しん)心 (しん)」　散 (さん)乱 (らん)何 (が)離 (り)

２．「彼 (ひ)此 (し)倶 (ぐ)亡 (ぼう) 無 (む)山 (さん)可 (か)入 (にゅう) 無 (む)世 (せ)可 (か)避 (ひ)」　是 (ぜ)名 (みょう)為 (い)宴 (えん)
「汝 (にょ)存 (そん)彼 (ひ)此 (し)　棄 (き)俗 (ぞく)入 (にゅう)山 (ざん)」　　　　　　豈 (がい)名 (みょう)好 (こう)宴 (えん)
３．「現 (げん)有 (う)中 (ちゅう)　種 (しゅ)種 (しゅ)威 (い)儀 (ぎ) 無 (む)方 (ほう)化 (け)物 (もつ)」　　乃 (ない)名 (みょう)為 (い)宴 (えん)
「唯 (ゆい)心 (しん)自 (じ)度 (ど)　益 (やく)物 (もつ)為 (い)煩 (はん)」　 　　　　那 (な)得 (とく)好 (こう)宴 (えん)
４．「俗 (ぞく)法 (ほう)中 (ちゅう) 現 (げん)凡 (ぼん)夫 (ぷ)事 (じ)　随 (ずい)機 (き)化 (け)物 (もつ)」　　乃 (ない)名 (みょう)真 (しん)宴 (えん)
「凡 (ぼん)夫 (ぷ)可 (か)捨 (しゃ)　聖 (しょう)道 (どう)可 (か)取 (しゅ)」　 　　　　　　那 (な)得 (とく)為 (い)宴 (えん)
５．「不 (ふ)著 (じゃく)二 (に)諦 (たい)　不 (ふ)著 (じゃく)六 (ろく)塵 (じん)　内 (ない)外 (げ)双 (そう)亡 (ぼう)」　乃 (ない)名 (みょう)好 (こう)宴 (えん)
「六 (ろく)塵 (じん)可 (か)棄 (き)　二 (に)諦 (たい)可 (か)修 (しゅ)」　　　　　　 那 (な)得 (とく)好 (こう)宴 (えん)
６．「諸 (しょ)見 (けん)即 (そく)空 (くう) 無 (む)可 (か)捨 (しゃ)」　　　　　　　　 乃 (ない)名 (みょう)真 (しん)宴 (えん)
「諸 (しょ)見 (けん)可 (か)遣 (けん)　道 (どう)品 (ほん)可 (か)修 (しゅ)」　　　　 　　何 (が)名 (みょう)好 (こう)宴 (えん)
７．「煩 (ぼん)悩 (のう)即 (そく)空 (くう) 無 (む)可 (か)断 (だん)」 　　　　　　　則 (そく)自 (じ)証 (しょう)涅 (ね)槃 (はん)
「煩 (ぼん)悩 (のう)已 (い)断 (だん)　方 (ほう)入 (にゅう)涅 (ね)槃 (はん)」　　　　　　何 (が)名 (みょう)為 (い)宴 (えん)
